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大判資料（古地図等）の分割撮影向け簡易撮影台の作成
Portable camera frames to take multiple 



























































We made two types of camera frames to take multi shots for large documents like old maps.
These frames will contribute to facilitate digitization of large documents by containers such as
archives, libraries, and museums on their own, without the use of outside services.
大判資料（古地図等）の分割撮影向け簡易撮影台の作成


















































































































































































































































































































































































































































































































�Canon CanoScan LiDE 600F（CIS方式）
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大判資料（古地図等）の分割撮影向け簡易撮影台の作成
A.4 撮影機の特性
デジタルカメラの性能の向上は、目を見張るものが
あり、ここ数年を見ても, 市販価10万円台で撮像素子
の大きさは35mmのものが、解像度は軽く1000万画素
数を超えるものがある。それでも、スキャナの方が解
像度は高い。ここから、デジタルカメラよりもスキャ
ナの方が撮影には適しているという判断が下されるこ
とがある。しかし、大判資料を分割撮影する際には、
必ずしもそう単純には評価できない。それぞれの機器
の特性により、資料の状態に合わせて、使用する機器
を判断する必要がある。
スキャナには、撮像方法の違いから、単眼式のCCD
方式と多眼式のCIS方式の2種類がある。前者は、被写
界深度が深くピントが合いやすいが、一般に構造は大
きくなる。後者は被写界深度が浅くピントが合わせに
くいが、一般に構造は小さくて済む。図7，8，9は、そ
れぞれCIS方式スキャナ、CCD方式スキャナ、デジタ
ルカメラで、同じ資料の同じ位置を撮影した画像であ
る。
ちょうどこの位置は、資料の折り目になり、そこに
文字が書かれている。スキャナが資料に接触する状態
（スキャナが資料に当たる様子）は、CCD方式とCIS方
式とで（撮影機会が別なことから）異なるため、得られ
た画像の様子に違いはあるが、ここからそれぞれの方
式の特徴を見ることができる。CIS方式スキャナは、
被写界深度が浅く、ピントの合う距離範囲が狭いため
に、波打つ資料では、ピントを外す領域が多くなる可
能性があり、図上では上部のピントが合っていない（図
7）。CCD方式では、被写界深度はCIS方式のそれより
は深いため、ピントの合う領域は広くなり、図上では
ほぼ全面でピントが合っている（図8）。しかし、デジタ
ルカメラの方は、絞りの量を多く調整すると被写界深
度はより深くなるため、折り目に沈んでいる文字も浮
かび上がらせて撮影することができる（図9）。「商」「八」
「テ」などの字を比べて頂きたい24。情報が取れていな
い高精細の画像は、人文学の資料としては、意味がな
い。情報が取れている高精細の画像を作ることは、分
割撮影の難しさのひとつである。
図7 CIS方式スキャナ
図8 CCD方式スキャナ
図9 デジタルカメラ
24 この撮影には、無反射ガラスを使った資料の押さえつけを
していない。
